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１．当四半期決算に関する定性的情報

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

 (１）経営成績に関する説明

   当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、政府の継続した経済政策や日本銀行の金融緩和政策により、

   雇用・所得環境の改善など緩やかな回復基調が続いたものの、中国を始めとする新興国経済の景気減速や英国の

   ＥＵ離脱問題などにより、先行き不透明な状況が続いております。

 当建設業界におきましては、震災復興、防災・減災対策、社会インフラ老朽化対策、東京オリンピック・パラリ

ンピックなどの建設需要により公共投資は堅調に推移するとともに、一部着工遅れがあるものの民間建設投資もマ

ンション事業を中心に、回復基調が続いております。その一方で、建設業界の慢性的な人手不足と労務費の高騰な

ど、工程の確保や工事の採算性に影響する懸念要因は解消されない状況が継続しており、予断を許さない状況にあ

ります。 

 このような経営環境のもと、当社グループは新たに策定した第４次中期経営計画「ＶＩＳＩＯＮ２０１６」を平

成28年度よりスタートさせ、「確かな経営基盤の構築、高品質を提供できる技術力の保有により、プレストレス

ト・コンクリート建設業界のリーディングカンパニーとなり、真に社会に信頼され、必要とされる企業に成長す

る」ことを目指して、技術提案力・積算力の強化、技術開発の強化、生産・施工の省人・省力化、安全・品質管理

への取り組み強化など、総力を挙げて行っております。

 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高は10,323百万円(前年同四半期比15.9％

減)、売上高は9,586百万円(前年同四半期比14.9％減)となりました。損益面では、営業損失44百万円(前年同四半

期は営業利益101百万円)、経常損失60百万円(前年同四半期は経常利益87百万円)、親会社株主に帰属する四半期純

損失は87百万円(前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益57百万円)となりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

①土木事業 

 受注活動におきましては、多様化する総合評価落札方式への徹底した対応の強化や連結子会社の主力事業である

ＰＣマクラギ事業に対する営業強化など、グループの総力を挙げて受注高の確保に努めましたが、上半期に予定し

ていた大型民間契約が下半期に遅れることなどの影響がありました。また、売上高及び利益につきましては、高速

道路会社発注工事において、他社が起こした事故により工事一時中止指示を受けたこと、また前年度末に受注した

工事の着工が遅れるなどの影響を受けました。

 この結果、受注高は5,937百万円(前年同四半期比27.3％減)、売上高は6,829百万円(前年同四半期比0.9％減）、

セグメント利益は676百万円(前年同四半期比2.9％減)となりました。

 

②建築事業 

 受注活動におきましては、回復基調が継続しているマンション事業や住宅分野での耐震補強事業の営業強化に努

めました。また、売上高及び利益につきましては、マンションの着工の遅れに伴いＦＲ板の製作に遅れが生じるな

どの影響を受けました。

 この結果、受注高は4,123百万円(前年同四半期比6.6％増）、売上高は2,636百万円(前年同四半期比38.0％減)、

セグメント利益は458百万円(前年同四半期比21.4％減)となりました。
 

③不動産賃貸事業 

 受注活動におきましては、テナント獲得の競争激化は依然継続しているものの、事業の安定化を目指し営業活動

を展開いたしました。利益減につきましては、テナントビルの修繕を行ったことであります。

 この結果、受注高は239百万円(前年同四半期比1.7％増)、売上高は120百万円(前年同四半期比2.5％増)、セグメ

ント利益は55百万円(前年同四半期比14.8％減)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産・負債及び純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、未成工事支出金の増加等により、前連結会計年度末と比べ129百万

円増加し、19,459百万円となりました。

 負債合計は、短期借入金の増加等により、前連結会計年度末と比べ328百万円増加し、13,290百万円となりまし

た。

 純資産合計は、前連結会計年度末と比べ198百万円減少し、6,168百万円となりました。また自己資本比率は前連

結会計年度末に比べ1.2ポイント減少し、31.7％となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ100百万円増加し、1,819百

万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少はあったものの、仕入債務の減少等により792百万円の

支出（前年同四半期は1,380百万円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得等により154百万円の支出（前年同四半期は323百万

円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の増加等により1,047百万円の収入（前年同四半期は651百万

円の支出）となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成28年５月13日の「平成28年３月期 決算短信」で公表いたしました連結業績

予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

    （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、これによる当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影

響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 1,719 1,819 

受取手形・完成工事未収入金等 9,945 9,340 

製品 182 279 

未成工事支出金 408 865 

材料貯蔵品 144 182 

未収入金 271 269 

その他 46 244 

貸倒引当金 △1 △1 

流動資産合計 12,716 12,999 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 1,455 1,542 

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 993 954 

土地 3,449 3,450 

リース資産（純額） 7 6 

建設仮勘定 161 5 

有形固定資産合計 6,068 5,959 

無形固定資産    

のれん 110 101 

その他 124 111 

無形固定資産合計 235 213 

投資その他の資産    

投資有価証券 159 145 

その他 164 156 

貸倒引当金 △15 △15 

投資その他の資産合計 308 286 

固定資産合計 6,612 6,459 

資産合計 19,329 19,459 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 6,302 5,283 

短期借入金 2,826 4,026 

未払法人税等 45 36 

未成工事受入金 453 724 

預り金 1,151 1,379 

完成工事補償引当金 18 16 

工事損失引当金 23 29 

その他 527 305 

流動負債合計 11,350 11,801 

固定負債    

長期借入金 270 207 

繰延税金負債 26 17 

退職給付に係る負債 1,037 1,005 

その他 277 258 

固定負債合計 1,611 1,488 

負債合計 12,961 13,290 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,379 2,379 

資本剰余金 1,711 1,711 

利益剰余金 2,549 2,373 

自己株式 △334 △335 

株主資本合計 6,305 6,128 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 14 3 

退職給付に係る調整累計額 47 36 

その他の包括利益累計額合計 61 39 

純資産合計 6,367 6,168 

負債純資産合計 19,329 19,459 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 11,263 9,586 

売上原価 9,917 8,395 

売上総利益 1,345 1,190 

販売費及び一般管理費 1,244 1,234 

営業利益又は営業損失（△） 101 △44 

営業外収益    

有価証券売却益 － 2 

物品売却益 4 2 

その他 5 6 

営業外収益合計 10 12 

営業外費用    

支払利息 15 14 

支払保証料 7 6 

その他 1 7 

営業外費用合計 24 28 

経常利益又は経常損失（△） 87 △60 

特別損失    

固定資産除却損 6 － 

特別損失合計 6 － 

税金等調整前四半期純利益又は 

税金等調整前四半期純損失（△） 
80 △60 

法人税、住民税及び事業税 23 27 

法人税等調整額 － － 

法人税等合計 23 27 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 57 △87 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） 
57 △87 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 57 △87 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 0 △10 

退職給付に係る調整額 △11 △10 

その他の包括利益合計 △10 △21 

四半期包括利益 47 △109 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 47 △109 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は 

税金等調整前四半期純損失（△） 
80 △60 

減価償却費 222 210 

のれん償却額 9 9 

工事損失引当金の増減額（△は減少） △17 5 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △45 △47 

支払利息 15 14 

売上債権の増減額（△は増加） 2,188 605 

未成工事支出金の増減額（△は増加） 102 △456 

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 6 △134 

未収入金の増減額（△は増加） △183 1 

仕入債務の増減額（△は減少） △918 △1,019 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 242 270 

預り金の増減額（△は減少） 204 227 

未払費用の増減額（△は減少） △168 △139 

未払消費税等の増減額（△は減少） △108 △189 

その他 △159 △41 

小計 1,470 △742 

利息及び配当金の受取額 0 1 

利息の支払額 △13 △14 

法人税等の支払額 △77 △36 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,380 △792 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △322 △161 

貸付けによる支出 △5 △0 

その他 4 8 

投資活動によるキャッシュ・フロー △323 △154 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △500 1,200 

長期借入金の返済による支出 △63 △63 

配当金の支払額 △88 △88 

その他 △0 △1 

財務活動によるキャッシュ・フロー △651 1,047 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 405 100 

現金及び現金同等物の期首残高 1,634 1,719 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,039 1,819 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額   土木事業 建築事業 

不動産 
賃貸事業 

計 

売上高                

外部顧客への売上高 6,891 4,253 117 11,262 1 11,263 － 11,263 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － － － － － 

計 6,891 4,253 117 11,262 1 11,263 － 11,263 

セグメント利益 696 583 65 1,345 0 1,345 － 1,345 

       （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設資機材のリース等

       であります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額   土木事業 建築事業 

不動産 
賃貸事業 

計 

売上高                

外部顧客への売上高 6,829 2,636 120 9,586 0 9,586 － 9,586 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － － － － － 

計 6,829 2,636 120 9,586 0 9,586 － 9,586 

セグメント利益 676 458 55 1,190 0 1,190 － 1,190 

       （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業及び建設

           資機材のリース等であります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。
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